
奥多摩町まちづくり推進事業
令和8年度採択事業のご紹介と令和7年度実施事業についてのご報告

まちづくり推進事業とは、住民や町に関わるみなさんが主体的に実施する
「まち（地域）、ひと（人材）の魅力を活かし、地域コミュニティの活性化につながる事業」

に対して、町が支援金を交付するものです。

今年度、申請をいただいた事業の中から、奥多摩町まちづくり委員会の審査を経て、
以下の2つの事業が採択されましたので、お知らせいたします。

令和8年度  採択事業

つながる奥多摩多文化交流会
～インドネシアのダンスと交流を楽しもう～
令和7年度まちづくり推進事業で実施した「外国籍住民とつくる
『奥多摩再発見』体験プログラム」では、外国籍住民が奥多摩の自
然や文化を体験する機会をつくり、地域への理解や親しみを深める
取り組みを行った。今回は「体験から交流へ」をテーマに、地域の
中での顔の見える関係づくりや多文化共生の理解促進につなげるため、インドネシア出身の技能実習生に
よるダンスパフォーマンスや交流ワークショップを通じて、外国籍住民と地域住民との交流を目的とした
文化交流イベントやワークショップを実施する。

裏面も見てね！

報告：奥多摩町まちづくり委員会

※概要は交付申請時の事業計画書によるものであり、今後変更になる場合があります。
※交付決定額は交付申請書に基づくものであり、最終的な支援金額は事業終了後に
提出される実績報告書により確定します。

OKUTAMA+ education（代表：平澤 栄子）申 請 者

135,000円交付決定額

こどもの「習い事＆チャレンジガイドブック」2026年度版
町内で子どもができる習い事やチャレンジできるものの情報を、
見やすく冊子にまとめる。令和7年度まちづくり推進事業で作成した
「こどもの習い事＆チャレンジガイドブック」の更新に加え、特集と
して季節感のある体験学習や郷土芸能の情報、中学校の部活動、
近隣山村の情報を盛り込み、町外の方へも、奥多摩での子育てと教育
環境を紹介できるものにする。

黒木 絵麻申 請 者

200,000円交付決定額

7月中旬に完成し、
町内の保育園、小・中学校に配布

2027年1月30日 kori-moguにて
ダンス交流イベント実施予定

※写真は令和6年 OKUTAMA ART FESTIVAL
オープニングイベントの様子



令和7年度  事業報告 以下の事業は昨年度に採択され実施された、
まちづくり推進事業です。（5事業）

おくたま中高生会議
一般社団法人たのしいまちのつくりかた申 請 者

183,000円交 付 額

子ども自身に暮らして楽しい奥多摩町について考えてもらい、子ども
自身に実際に行動してもらう地域探究プログラムを実施。町内の中学生がイベントの運営・開催
を企画し、中学生の遊び場として奥多摩の杉林を活用したサバイバルゲームを2回開催した。
（企画者数：中学生4名、サバイバルゲーム参加者数：中学生20名）

廃校で遊ぼう！ 親子交流フェスティバル ～KURUMi DAY～
KURUMi申 請 者

178,000円交 付 額

奥多摩町や近隣地域の子育て世代のつながりづくり、また、子育ての悩みを共有
することで、インクルーシブな子育て環境の向上を目指すため、マルシェや座談会
など親子が楽しみながら集うイベントを開催した。（参加者：約120名）

外国籍住民とつくる「おくたま再発見 体験プログラム」
～つながる奥多摩×多言語で世界へ発信！～

OKUTAMA+ education申 請 者

143,000円交 付 額

町に住む外国籍住民を対象に、地域への理解と親しみを深め町の一員として地域に関わるきっかけをつくるため、
カヌー体験、トレッキング体験、わさび田体験のプログラムを実施した。（参加者：外国籍住民 計12名）

ひと目でわかる！ 「おくたま習い事ガイドブック」製作プロジェクト
黒木 絵麻申 請 者

200,000円交 付 額

町の豊かな自然環境や人材等を活かした習い事の発掘とコミュニティ形成を目的に、町内の習い
事情報などを分かりやすく紹介する冊子を作成した。冊子は町内をはじめ、全国各自治体の移住
情報を提供するふるさと回帰支援センターにも配布を行った。（作成部数：1,500部）

『のまま』～空き家を動かすプロジェクト
グラディジョン合同会社申 請 者

170,000円交 付 額

地域に眠る空き家を動かすため、空き家の所有者探しや所有者との話し合い、そして、
「持ち主が動きやすいかたち」を提供し、次の使い手へ繋ぐ事業を実施するため、パンフ
レット作成、空き家循環セミナーを実施。実際に一家族の定住に繋げた。

奥多摩町まちづくり委員会ホームページ


